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主な内容
希望に満ちた新たな時代を迎えて 2～ 3
24人の市議会議員が決定しました 4

この季節は火災に注意しましょう 5
乗鞍岳・五色ヶ原の森がオープンします 7

祝
・
令
和

祝
・
令
和

初
春
の
令れ

い

月げ
つ

に
し
て
、

気き

淑よ

く
風
和や

わ
ら

ぎ
、

梅
は
鏡
き
ょ
う

前ぜ
ん

の
粉
を
披ひ

ら

き
、

蘭
は
珮は
い

後ご

の
香
を
薫
ら
す

　

本
日
、
令
和
の
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

高
山
市
で
は
祝
意
を
表
す
た
め
、
高
山
祭

屋
台
の
総
曳
き
揃
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

絢
爛
豪
華
な
祭
屋
台
と
と
も
に
、
新
た
な

時
代
の
幕
開
け
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

春
と
秋
の
華
や
か
な
祭
屋
台
で
改
元
を
祝
う

春
と
秋
の
華
や
か
な
祭
屋
台
で
改
元
を
祝
う

【
出
典
】「
万
葉
集
」巻
五
、
梅
花
の
歌
三
十
二
首
并
せ
て
序
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希
望
に
満
ち
た
新
た
な
時
代
を
迎
え
て

　

新
た
な
時
代
「
令
和
」
の
幕
開
け
に
際
し
、

市
民
の
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
元
号
「
令
和
」
に
は
、
「
一
人
ひ
と
り
が

明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を

大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
と

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
政
を
お
預
か
り
す
る
者
と
し
て
、
市
民
の

皆
様
が
希
望
を
持
ち
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
決
意
を
新
た
に
市
政
運
営
に
あ
た
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
時
代
の
節
目
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
平
成

の
時
代
は
市
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
安
房
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
や
東

海
北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
な
ど
交
通
基
盤
の
整
備
、
飛
驒
牛
に
代
表
さ
れ
る
飛
驒
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
、
平
成
の
大
合
併
、
ま
た
、
飛
驒
の
匠
や
高
山
祭
の
屋
台
行
事
な
ど
当
市

の
文
化
が
国
内
外
に
認
め
ら
れ
た
の
も
平
成
の
出
来
事
で
す
。

　

現い

在ま

を
生
き
る
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
先
人
が
苦
労
の
末
に
築
き
上
げ
、
継
承
し
て
き
た

高
山
の
財
産
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
責
務
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
私

は
、
現い

在ま

を
大
切
に
生
き
る
こ
と
が
、
未
来
を
形
作
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
、
笑
顔
で
楽
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
笑

顔
の
溢
れ
る
ま
ち
こ
そ
、
私
が
目
指
す
「
希
望
あ
る
輝
く
ま
ち
高
山
」
そ
の
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
時
代
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ
に
満
ち
た
実
り
多
き
時
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山
市
長

 

平
成
の
あ
ゆ
み

●
平
成
元
年
２
月　

　

ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
ひ
だ
号
導
入

●
平
成
２
年
10
月

　

天
皇
陛
下
の
即

位
式
に
位
山
イ
チ

イ
の
笏
木
献
上

●
平
成
３
年
10
月　

飛
驒
ナ
ン
バ
ー
導
入

●
平
成
３
年
10
月　

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
来
高

　

飛
驒
の
里
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
豊
楽
園

を
ご
視
察
さ
れ
、
飛
驒
の
里
で
は
、
菜
洗
い
や

笏
の
製
作
実
演
を
ご
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
20
年
７
月

　

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通

●
平
成
23
年
３
月　

東
日
本
大
震
災

　

高
山
市
は
震
災
直
後
か
ら
消
防
職
員
や
保
健

師
の
派
遣
、
救
援
物
資
を
届
け
る
な
ど
の
被
災

地
支
援
や
避
難
者
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
現
在

も
こ
の
経
験
と
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
、
復
興
支

援
と
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
平
成
24
年
２
月

　

ぎ
ふ
清
流
国
体
冬
季
大
会

●
平
成
24
年
９
月
〜
10
月

　

ぎ
ふ
清
流
国
体・清
流
大
会

●
平
成
27
年
４
月

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

●
平
成
28
年
４
月　

飛ひ
だ
の
た
く
み

驒
匠
の
技
・
こ
こ
ろ

　

―
木
と
と
も
に
、
今
に
引
き
継
ぐ
１
３
０
０

　

年
―
が
日
本
遺
産
に
認
定

●
平
成
28
年
11
月　

市
制
施
行
80
周
年

　

４
月
に
は
秋
祭
の

布
袋
台
が
中
橋
を
渡

り
春
の
屋
台
と
同
じ

く 

に　

    

し 

ま　
　
　

み 

ち        

ひ 

ろ
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新元号制定記念
高山祭屋台の特別曳き揃え
期日　5月1日（水・祝）
場所　春と秋の高山祭の祭礼地域内
高山祭屋台の曳き揃え
時間　9：00～16：00
場所　高山陣屋周辺
　　　櫻山八幡宮境内および表参道
　　　獅子舞や闘鶏楽の披露もあります。
　　　東山白山神社の神楽台も櫻山八幡宮
　　　境内に曳き揃えられます。
問合　高山祭屋台の特別曳き揃え実行委員会（観光課内）　☎35-3145

●
平
成
８
年
２
月　

ぎ
ふ
ス
ズ
ラ
ン
国
体

●
平
成
９
年
12
月　

安
房
峠
道
路
開
通

　

飛
驒
と
信
州
の
相
互
交
通
が
通
年
で
可
能
と

な
り
、
高
山
〜
東
京
間
を
結
ぶ
新
し
い
大
動
脈

が
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
９
年
の
高
山
本
線
全

線
開
通
を「
第
一
の
夜
明
け
」、
安
房
峠
道
路
開

通
を「
第
二
の
夜
明
け
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

●
平
成
14
年
９
月

　

第
８
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

　

飛
驒
牛
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

●
平
成
15
年
５
月

　

乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
マ
イ
カ
ー
規
制
開
始

●
平
成
16
年
10
月　

台
風
23
号

　

時
間
雨
量
57
ミ
リ
に
達
し
、
観
測
史
上
に
残

る
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
市
内
で
も
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
平
成
17
年
２
月

　

市
町
村
合
併
に
よ
り
新
高
山
市
誕
生

　

日
本
一
広
大
な

面
積
を
有
す
る
新

高
山
市
が
誕
生
し
、

多
様
な
地
域
資
源

や
地
域
特
性
を
活

か
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
12
月　

高
山
祭
の
屋
台
行
事
が
ユ

　

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

　

翌
29
年
４
月
に
は
登
録
を
記
念
し
て
、
春
と

秋
す
べ
て
の
屋
台
が
一
堂
に
会
す
る
高
山
祭
屋

台
の
総
曳
き
揃
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
29
年
３
月　

高
山
市
平
和
都
市
宣
言

●
平
成
29
年
５
月　

飛
驒
の
大
祭（
飛
驒
一
宮

　

水
無
神
社
）

　

昭
和
35
年
以
来
57
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
約

３
０
０
社
６
，８
０
０
人
の
参
向
が
あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
30
年
７
月　

豪
雨

　

全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
高
山

市
で
も
統
計
開
始
以
来
最
大
と
な
る
時
間
雨
量

62
ミ
リ
を
観
測
し
、
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。

●
平
成
30
年
11
月　

第
20
回
米
・
食
味
分
析
鑑

　

定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
in
飛
驒

　

５
，７
０
０
点
を
超
え
る
出
品
の
中
、
国
際

総
合
部
門
金
賞
20
点
の
う
ち
12
点
が
飛
驒
地
域

の
お
米
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

場
所
で
か
ら
く
り
競

演
す
る
な
ど
、
市
制

施
行
以
降
初
の
歴
史
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

新元号「令和」を記念して戸籍窓口を開設します
　市では、新元号「令和」を記念し、改元に合わせ戸籍窓口を開設します。
　また、届出日と改元日が重なる特別な日として、写真におさめていただけるよう本庁1階に
記念パネルを設置します。
　ぜひ、パネルを活用し記念に残る写真の撮
影にご利用ください。
開設日時　5月1日（水・祝）  9：00～16：00
開設場所　市民課（本庁）
取扱内容　戸籍のうち婚姻、出生の届出
※当日は改元に伴うシステム改修のため住
　民異動届の受付や証明書関係の発行は
　出来ませんのでご理解をお願いします。
問合  市民課　☎３５-３４９６

　市役所をはじめとする各
施設の大型連休中の開設状
況については、広報たかやま
4月15日号2ページをご覧く
ださい。
　また、医療機関の状況につ
いても、4月15日号の折込チ
ラシをご覧ください。
※ホームページからもご確認
　いただけます。
　右のＱＲコード
　よりアクセスで
　きます。

大型連休中の
業務について

上皇陛下奉謝・天皇陛下
御即位奉祝の記帳所を
設置します
日時　5月1日（水・祝）  9：00～16：00
場所　市役所1階市民ロビー（花岡町2）
問合　広報情報課　☎35-3134

日時　5月7日㈫、8日㈬
　　　9：00～16：00
場所　飛驒総合庁舎（上岡本町7）
問合　飛驒県事務所　☎33-1111

オリジナル出生届を作成しましたオリジナル出生届を作成しました
　高山で出産したことが思い出に刻まれるこ
とや地元への愛着が醸成することを願って、
市では改元にあわせてオリジナル出生届を作
成しました。
　ご希望される方
は市民課および各
支所地域振興課で
配付しますので、ぜ
ひご活用ください。

からくり実演
●三番叟・龍神台・石橋台
　時間　10:00～11:00
　場所　高山陣屋前
●布袋台
　時間　13:30～14:00、
　　　　15:00～15:30　
　場所　櫻山八幡宮境内
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24人の市議会議員が決定
　４月14日㈰に告示された高山市議会議員選挙は、21日㈰に開票が行わ
れ、24人の市議会議員が決定しました。
投票状況　有権者数72,659人　投票者数43,964人　投票率60.51％
（当選された方を左上から右へ得票順に紹介しています。敬称略）

問合  選挙管理委員会事務局
        ☎35-3133

高山市議会
議員選挙

谷
たに

澤
ざ わ

  政
ま さ

司
し

（無所属）

松
まつ

山
や ま

  篤
あ つ

夫
お

（無所属）

山
やま

腰
こ し

  恵
け い

一
い ち

（公明党）
水
すい

門
も ん

  義
よ し

昭
あ き

（無所属）
牛
うし

丸
ま る

  尋
ひ ろ

幸
ゆ き

（日本共産党）

車
くるま

戸
ど

  明
あ き

良
ら

（無所属）

松
まつ

林
ばやし

彰
あきら

（無所属）

沼
ぬま

津
づ

  光
み つ

夫
お

（無所属）
笠
かさ

原
は ら

等
ひとし

（無所属）

西
にし

本
も と

  泰
や す

輝
て る

（無所属）

中
なか

田
だ

  清
せ い

介
す け

（無所属）

榎
えのき

隆
た か

司
し

（無所属）
渡
わた

邊
な べ

  甚
じ ん

一
い ち

（無所属）

橋
はし

本
も と

  正
ま さ

彦
ひ こ

（無所属）

岩
いわ

垣
が き

  和
か ず

彦
ひ こ

（無所属）

中
なか

筬
お さ

  博
ひ ろ

之
ゆ き

（公明党）

中
なか

谷
た に

  省
し ょ う ご

悟
（無所属）

西
にし

田
だ

稔
みのる

（無所属）
倉
くら

田
た

  博
ひ ろ

之
し

（無所属）

伊
い

東
と う

  寿
ひ さ

充
み ち

（無所属）

石
いし

原
は ら

  正
ま さ

裕
ひ ろ

（無所属）

谷
たに

村
む ら

  昭
し ょ う じ

次
（無所属）

小
こ

井
い

戸
ど

  真
ま こ

人
と

（無所属）

上
じょう

嶋
し ま

  希
き

代
よ

子
こ

（日本共産党）
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火災の発生場所や状況は電話でもご確認いただけます
消防情報の電話案内　☎0180-995-911

　林野火災はいったん発生すると、消防水利の不足や火災
現場へのアクセスが悪いことなど、消防活動が困難な場合
が多く、気象条件によっては被害が広範囲におよび危険が
高まります。
　全国の統計によると、林野火災の原因は、たき火やたば
この不始末、火入れなどが上位を占めています。つまり、
林野火災は人的な要因で発生しているのです。
　これからの季節は山菜採りや渓流釣りなど山に入る機会
も多く、空気が乾燥しやすいので、一人ひとりの注意で林
野火災を防ぎましょう。
　消防署では、水利の乏しい山林で消火訓練を行い、いざ
という時に備えています。

危険な林野火災
　

市
内
に
お
け
る
火
災
件
数
は
今
年

に
入
り
５
件（
４
月
11
日
現
在
）で
前

年
同
期
と
比
べ
て
２
件
減
っ
て
い
ま

す
。

　

火
災
種
別
は
、建
物
火
災
が
１
件
、

車
両
火
災
が
２
件
、
そ
の
他
火
災
が

２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

春
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、
昨
年
は
火

災
警
報
発
令
中
に
２
件
の
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
警
報
発
令
中
は
、
屋
外
で
の

た
き
火
や
山
林
な
ど
で
の
火
入
れ
、

喫
煙
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

一
人
ひ
と
り
の
注
意
と
行
動
で
火
災
予
防

家
庭
で
の
火
災
予
防

•
コ
ン
ロ
の
そ
ば
か
ら
離
れ
る
時
は

　

必
ず
火
を
消
す

•
燃
え
る
も
の（
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー

　

ブ
）の
そ
ば
に
洗
濯
物
を
置
か
な

　

い
•
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

•
火
災
を
早
期
発
見
し
被
害
を
最
小

　

限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
と
消
火
器
を
設
置

　

す
る

屋
外
で
の
火
災
予
防

•
火
災
警
報
発
令
中
な
ど
空
気
が
乾

　

燥
し
て
い
る
時
は
、
た
き
火
・
火

　

入
れ
・
喫
煙
は
し
な
い

•
家
庭
ご
み
な
ど
廃
棄
物
を
屋
外
で

　

焼
却
し
な
い

•
祭
礼
や
イ
ベ
ン
ト
で
火
を
扱
う
器

　

具
を
使
用
す
る
場
合
は
、
消
火
器

　

を
準
備
す
る
。
ま
た
、
露
店
を
開

　

設
す
る
場
合
は
届
出
を
最
寄
り
の

　

消
防
署
に
提
出
す
る

放
火
の
予
防

•
家
の
周
り
に
紙
類
な
ど
燃
え
や
す

　

い
も
の
を
放
置
し
な
い

•
ご
み
収
集
日
の
前
夜
に
ご
み
を
外

　

に
出
さ
な
い

•
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
な
ど
の
ボ

　

デ
ィ
カ
バ
ー
に
は
防
炎
品
を
使
う

•
郵
便
受
け
に
新
聞
や
チ
ラ
シ
を
溜

　

め
な
い

防ごう！ 防ごう！ 火災火災
　この季節は空気が乾燥し、火災の起こりやすい気象状況となるこ
とが多いため、日ごろから火気の取扱いには十分注意していても、
ちょっとした気の緩みから火災が発生します。
　大切な命や財産、豊かな自然を守るため、ご自宅や職場の火の元
を今一度点検するとともに、火の取り扱いには十分注意しましょう。
問合 消防本部予防課　☎32-3027

　ガソリンや軽油を灯油用ポリ容器やペットボトル、エンジンオ
イル缶などの空き缶で購入することはできません。
「試験確認済証」のついた容器の使用をお勧めします。
◆ガソリンスタンドなどでは、不適切な容器で燃料を販売する
　ことはできません。
◆セルフスタンドでは、利用者が自らガソリンや軽油を「容器」
　に入れることはできません。
※上記のほか、危険物の取り扱いについては消防法で規制され
　ています。

『ガソリン』、『軽油』は
適正な容器で購入を！

問合  予防課
　　　☎32-3027

平成30年4月に市内で発生した林野火災平成30年4月に市内で発生した林野火災
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マイナンバー制度ご案内音声CD・点字広報・大活字広報を貸出ししています
問合  福祉課　☎35-3356

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更となる場合があります。
　また、議題など詳細についても担当課へお問い合わせください。

委員会・審議会を公開しています
 公開予定の委員会・審議会

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　

消
防
庁
に
よ
る「
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
」の
実
施
に
伴
い
、

5
月
15
日
㈬
に
防
災
行
政
無
線

や
受
信
機（
防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
）

か
ら
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
館
内
放
送
設
備
に
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）受
信
機
を
接
続
し
て
い

る
場
合
は
、
施
設
内
で
も
試
験

放
送
が
流
れ
ま
す
。

　

実
際
の
災
害
に
備
え
た
情
報

伝
達
訓
練
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
日
時　

5
月
15
日
㈬
午
前

11
時

放
送
内
容　
「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
」×
３
回
＋「
こ

ち
ら
は
広
報
た
か
や
ま
で
す
」

●自転車安全利用５原則
　▶自転車は、車道が原則、歩道は例外
　▶車道は左側を通行
　▶歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　▶安全ルールを守る
　　●飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　●夜間はライトを点灯
　　●交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
　▶子どもはヘルメットを着用

5月は自転車の安全利用推進月間です

問合  協働推進課　☎35‒3412

　自転車は原則、車両用信号に従って車道
を通行します。例外的に歩道を走行する場
合は、歩行者に十分注意してください。
　通行車両は自転車の動きを注視して、巻
き込み事故などに十分注意しましょう。

歩車分離信号での自転車走行

問
合

危
機
管
理
課

　
　
　

☎
35-

３
３
４
５

5
月
　
日　

 

午
前
11
時
に
実
施

15

（水）

５月は「消費者月間」です
新生活のスタートを応援します
～押さえておきたい消費生活上のポイント例～
■「絶対に儲かる」、「簡単に稼げる」には気を付け
　ましょう
　投資などの勧誘に対しては、即答せずゆっくり考えま
　しょう。
　「うのみにしない」ことが重要です。
■消費生活に関わる技術の進展と上手につきあい
　ましょう
●「キャッシュレス」決済を適切に利用しましょう
　クレジットカードの暗証番号は適切に管理しましょう。
　ＱＲコードによるものなど、便利な決済方法が浸透しつ
　つありますが、家計の状況を適切に把握しましょう。
　使い過ぎに陥ってからでは遅すぎます。
■健康的な生活のリズムを保つように心がけましょう
●ギャンブル等依存症に陥らないよう気を付けてください
　ビギナーズラック、新生活になかなか慣れることので
　きないストレスや、孤独感などがきっかけとなってギャ
　ンブルなどに頼るようになってしまうことによって、ギャ
　ンブルなどへの「のめり込み」が始まってしまう可能性
　があります。
■「持続可能な消費生活」に意識を向けてみましょう
●再配達は宅配便のドライバーに重い負担をかけています
　コンビニエンスストアや宅配ボックスで受け取る、自分
　が確実に受け取れる日時・場所を指定するなど、でき
　るだけ１回で受け取るように努めましょう。

おかしいと思ったら・・・  心配なことがある場合は・・・
　商品やサービスに関する消費生活上のトラブルについ
　て、専門の相談員が解決のための助言を行っています。
　お気軽にご相談ください。

■消費者ホットライン　☎１８８（局番なしの３桁番号）
■高山市消費生活センター
　☎35-2030
 （8:30～17：15 土・日・祝日・年末年始を除く）

春の交通安全運動
期間　5月11日㈯～20日㈪
　　　 5月20日㈪は交通事故死ゼロを目指す日です。
運動の重点
•子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の
　交通事故防止
•自転車の安全利用の推進
•すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正
　しい着用の徹底
•飲酒運転の根絶

開催日 会議名ほか 担当課

5月7日
㈫

幹部会
8：30～　
市役所  4階特別会議室

企画課
☎35-3131

5月14日
㈫

新火葬場建設検討委員会
13：30～　
市民文化会館  3階3-11講堂

火葬場建設推進室
☎57-7755
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防災行政無線で放送した内容は電話でもご確認いただけます
防災行政無線の内容　☎0577-35-6000

飛
驒
の
里
５
月
の
催
し

　

６
月
５
日
㈬
ま
で
の
間
、
館
内
に

こ
い
の
ぼ
り
や
五
月
人
形
を
展
示
し

ま
す
。
そ
の
他
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で

　

き
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
す
る
と

　

入
館
無
料
で
す
。

問
合

飛
驒
民
俗
村

　
　
　

 

☎
34‒

４
７
１
１

ジ
ャ
コ
バ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
音

楽
祭
２
０
１
９
in
高
山

　

フ
ラ
ン
ス
・
ト
ゥ
ル
ー
ズ
に
あ
る

ジ
ャ
コ
バ
ン
修
道
院
で
、
毎
年
世
界

中
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
招
い
て
開
催
さ

れ
て
い
る
欧
州
有
数
の
音
楽
祭
が
高

山
市
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

ワ
イ
ン
や
軽
食
な
ど（
有
料
）フ
ラ
ン

ス
の
食
文
化
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日

５
月
18
日
㈯

時
間

午
後
２
時
〜
２
時
45
分

　
　
　

 

午
後
３
時
〜
３
時
45
分

場
所

飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館
酒

　
　
　

 

蔵
ホ
ー
ル
ほ
か（
上
一
之
町
）

※
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不
要
で
す
。

　

施
設
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　

で
、
徒
歩
や
公
共
交
通
機
関
等
で

　

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
前
日（
５
月
17
日
）に
は
、
日
枝
中

　

学
校
で
午
後
１
時
30
分
か
ら
ミ
ニ

　

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

　

こ
ち
ら
に
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

　

い（
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不
要
で

　

す
）。

問
合

生
涯
学
習
課

　
　
　

 

☎
35‒

３
１
５
５

野
麦
峠
ま
つ
り「
工
女
募
集
」

　

工
女
や
検
番
と
い
っ
た
当
時
の
往

来
を
偲
ぶ
服
装
に
身
を
包
み
、
実
際

に
旧
野
麦
街
道
の
峠
の
お
助
け
小
屋

付
近
を
約
１
キ
ロ
歩
き
ま
す
。

期
日

５
月
26
日
㈰

時
間

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

場
所

着
付
け
の
集
合
場
所
は
高
根

　
　
　

 

支
所

定
員

工
女
役 

小
学
校
４
年
生
以
上

　
　
　

 

の
女
性
10
人

　
　
　

 

検
番
役 

小
学
校
４
年
生
以
上  

　
　
　

 

の
男
性
５
人

申
込

５
月
18
日
㈯
ま
で
に
TEL

問
合

高
根
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　

 

☎
59‒

２
２
１
１

シーズン到来！中部山岳国立公園乗鞍岳・五色ヶ原の森
　乗鞍岳が 5月15日に、乗鞍山麓五色ヶ原の森が 5月20日にオープン
します。
　雲上の大パノラマを望め
る乗鞍岳と、滝や湖沼、野
鳥・動物など、さまざまな
景色や出会いを楽しめる乗
鞍山麓五色ヶ原の森。
　今年は新しく「ゴスワラ
コース」が 6月27日より
オープンします。
　ぜひお出かけください。

ゴールデンウィークは乗鞍スカイラインへ！
夫婦松駐車場まで早期開通
期間  4月27日㈯～5月6日（月・休）、11日㈯、12日㈰
時間  9：00～16：00
通行可能車両など  シャトルバス（春山バス）、貸切バス、11人乗り
　　　　　　　　　以上の自家用バス、タクシー、自転車
通行可能区間　国道１５８号交差部～夫婦松駐車場（約5.5㎞）
歩行可能区間　夫婦松駐車場～望岳台（約1㎞）
問合  飛驒乗鞍観光協会　☎78-2345

〈乗鞍山麓五色ヶ原の森料金〉
●大人 9,000円　
●小学4年生～高校生 5,300円（市民の方は表示料金から1,500円引き）
乗鞍についての問合先　飛驒乗鞍観光協会　☎78-2345
五色ヶ原の森についての問合先
五色ヶ原の森案内センター　☎79-2280

乗鞍岳山開き祭
　安全祈願祭や獅子舞、樽酒の振
る舞いがあります。
日時  5月15日㈬　10：00～
場所  乗鞍岳鶴ヶ池駐車場（畳平）
※ほおのき平バスターミナルから  
　シャトルバスが運行します。
問合  飛驒乗鞍観光協会
　　  ☎78-2345

春春ののイベント情報イベント情報
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問合先  健康推進課  ☎35‒3160くらしくらしと健康健康くらしくらしとと健康健康くらしと健康

●各教室や健診の所要時間は各案内文をご覧ください。
※①から③のいずれかの書類  ① 個人番号カード   ② 通知カード＋顔写真付き本人確認書類（運転免許証など）
　③ 通知カード＋顔写真のない公的書類（健康保険証、年金手帳など）を２つ以上

健
康
の
教
室
と
相
談

相談名 対象となる方 期日 受付時間 持ち物 場所

母子健康手帳交付 母子健康手帳の交付を受けていな
い妊婦

13
13：15～13：30 妊娠証明書（妊娠届出書）・上のお子さんの母

子健康手帳・個人番号確認書類※  

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
35
―
３
１
６
０
）

27
妊婦教室（第1回） 出産予定が31年10月の妊婦 9 13：15～13：30 母子健康手帳

おかあさんと子どものファイルまたは妊婦ファ
イル
必要な方は飲み物　　

妊婦教室（第2回） 出産予定が31年9月の妊婦 20 13：15～13：30
妊婦教室（第3回） 出産予定が31年8月の妊婦 21 13：15～13：30
妊婦教室（第4回） 出産予定が31年7月の妊婦と夫 27 9：15～9：30

4 カ 月 児 健 診
30年12月21日～12月28日生まれ 14

12：30～13：00
母子健康手帳
問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル・バスタオル

30年12月29日～31年1月9日生まれ 23
31年1月10日～1月20日生まれ 30

1 歳 6カ月児健診
29年10月1日～10月13日生まれ 7

12：30～13：30 母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル29年10月14日～10月31日生まれ 17

2 歳 児 相 談
29年4月 1日～4月7日生まれ 10

9：15～9：45
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
子ども用フォーク・お手ふき・お茶・歯ブラシ・コップ

29年4月8日～4月15日生まれ 17
29年4月16日～4月30日生まれ 31

3 歳 児 健 診
28年4月1日～4月15日生まれ 8

12：30～13：30
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
目と耳の問診票・尿・歯ブラシ・コップ28年4月16日～4月30日生まれ 24

市 民 健 康 相 談 育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

毎週月～金
（祝日を除く） 9：00～12：00

乳幼児の相談の方は母子健康手帳

市保健
センター

毎週木曜日    
（祝日を除く） 9：00～12：00 各支所

赤 ち ゃ ん 教 室

31年2月生まれ 22

9：30～11：30
※出入り自由

母子健康手帳
バスタオル

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
35‒

３
１
６
０
）

30年12月生まれ 21
30年10月生まれ 20
30年8月生まれ 13
30年6生まれ 9

　精神保健福祉士の相談では、こころの健康を目的とした、家庭や職場、
学校での人間関係の悩みも伺います。話すだけでも気持ちは軽くなりま
す。「病院に行くのは気がひける」「話を聴いてほしい」という方、また家
族の方による相談、電話による相談も可能です。お気軽にご相談ください。

こころの健康相談 予約が必要です。
（相談は無料で、秘密は厳守します）5月

内　容 相談日 場　　所 時　　間 予約・問合先

精神科医師に
よる相談

5月15日㈬ 市保健センター
13:30～15:30 飛驒保健所

☎３３－１１１１（内３１1）5月29日㈬ 丹生川支所

精神保健福祉士
による相談 5月28日㈫ 市保健センター 13:30～15:30 健康推進課

☎３５－３１６０（※）

※5月24日㈮までにご予約ください。

健康
ポイント
対象

◆肺がん検診（胸部レントゲン検査）および健康診査（39歳以下）も受けられます。
◆駐車場が少ない場所もありますのでご注意ください。
◆市国保以外の社会保険でも、左記会場で健診を受けられる場合があります。
　詳しくはご加入の健康保険にお尋ねください。

健診日 健診会場
5月8日 水

片野会館（片野町3-199）5月 9日 木
5月 10日 金
5月 15日 水

千島会館（千島町633-1）5月 16日 木
5月 17日 金
5月 22日 水 三福寺町公民館

（三福寺町132-1）5月 23日 木
5月 24日 金
5月 28日 火 松之木公民館

（松之木町137-5）5月 29日 水
5月 30日 木

特定健診会場・健診日一覧

高山地域

健診日 健診会場
5月9日 木 久々野多目的センター

（久々野支所：無数河580-1）5月 10日 金
5月 31日 金 渚体育館（渚748）

久々野地域

健診日 健診会場
5月22日 水 奥飛驒総合文化センター

(奥飛驒温泉郷村上1480）5月 23日 木
5月 24日 金

上宝・奥飛驒温泉郷地域

健診日 健診会場
5月16日 木 丹生川支所 (坊方2000）5月 17日 金

丹生川地域

健診日 健診会場
5月15日 水 荘川体育館（黒谷100）

荘川地域

健診日 健診会場
5月30日 木 小鳥体育館（夏厩442）

清見地域

健診日 健診会場
5月7日 火 上広瀬公民館（上広瀬1929）5月 8日 水
5月 27日 月 荒城農業体験交流館

 (八日町651-2）　5月 28日 火
5月 29日 水

国府地域

各会場での受付実施時間は、午前8：00～10：30です。

8020運動達成者表彰を行います
　国や歯科医師会では「80歳になっても自分の歯を20本以上保ちましょう」
という『8020運動』を推進しています。飛驒口腔保健協議会では、平成22年
度より地域の『8020運動』達成者を表彰しています。該当される方はぜひご
応募ください。
対象

 
今年4月1日現在で80歳以上で、20本以上自分の歯がある市内に

　　　住所を有する方（これまでに表彰を受けられた方を除く）。
申込  かかりつけの歯科医や最寄りの歯科医で5月31日㈮までに歯科検診
　　  （無料）を受診してください。
※なお、表彰式は 8月31日㈯午後2時から市役所（花岡町2）で開催予定
　です。
問合  飛驒口腔保健協議会事務局（健康推進課内）　☎35-3160
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平成31年度児童福祉週間標語　「その気持ち　誰かを笑顔にさせる種」
毎年5月5日の「こどもの日」から1週間は児童福祉週間です

休日診療のお知らせ
診療名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場　所

医科診療 休日に急病になった方

1㈷・2㈷・3㈷・
4㈷・5㈷・6㉁・
12㈰・19㈰・
26㈰

8：30～11：30
13：00～14：30 健康保険証

医療受給者証（受給者のみ）
フッ素塗布：1,080円

高山市休日診療所
（市保健センター内）

☎35‒3175
歯科診療

日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

5㈷・12㈰・
19㈰・26㈰ 8：30～11：30

●休日・夜間などの急病の場合、受診できる医療機関を知りたいときは高山地域救急医療情報センターまで電話してください〔☎０５７７‒３４‒３７９９〕
●高山市民の方は、看護師や医師などに24時間365日、電話で医療相談ができます（通話料・相談料無料、携帯電話使用可） 〔☎０１２０‒５４‒７８３０〕

問合  医療課  ☎35‒31775月

あたまの健康チェック
　認知症予防の一環として、簡易な認
知機能チェックと個別相談を行います。
ぜひご利用ください。
対象
①市内在住の65歳～79歳の方
②認知症の診断や治療を受けていな
　い方
③介護保険で要支援・要介護に該当し
　ていない方
日時  5月16日㈭　8:50～12:00
　　　１人あたり30分程度
場所  市役所3階301会議室（花岡町２）
定員  10人
申込  前日までに TEL

※認知症などの診断をするものではあ
　りません。
※初めての方を優先させていただきます。
問合  市地域包括支援センター
        ☎35-2940

民生委員・児童委員の日
活動強化週間
5月12日㈰～18日㈯
　民生委員・児童委員の日は毎年5月
12日です。また、この日から1週間を活
動強化週間としています。
■民生委員・児童委員とは
　地域から推薦され、厚生労働大臣か
ら委嘱を受けた非常勤の特別地方公
務員であり、住民の皆さんの立場に
立って活動するボランティアです。
　「一人暮らしでいざという時に不安が
ある」など、お困りの際はお気軽に区
域の民生委員・児童委員にご相談くだ
さい。

期 日 時　間 場　　所

22日㈬ 12:00～16:30 須田病院（国府町村山）

23日㈭
9:00～11:30 飛驒農業協同組合本店（冬頭町）

13:30～16:00 株式会社トーエネック高山営業所（匠ケ丘町）

31日㈮
9:00～11:30 日進木工株式会社（桐生町7）

13:30～16:00 ルビットタウン高山店（岡本町3）※

　駐車場が少ない会
場もありますのでご
注意ください。
※印の会場は400ml
　限定の献血です。
問合  福祉課
　　  ☎35-3356

5月の献血

認知症予防教室
　心とからだをいつまでも元気でいきいきと暮らすために、楽しく頭と体を使う認知症
予防メニューの体験をしてみませんか。
対象  65歳以上で認知症の診断や治療を受けていない方
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2） 　 定員  30人　 参加料  無料
申込  5月7日㈫～前日までの間に TEL

回 日　　時 内　　　　容

1 5月15日㈬
10:00～11:30 認知症予防についてのお話と脳トレーニング

2 5月22日㈬
10:00～11:30 認知症予防の食事についてのお話と脳トレーニング

問合  社会福祉協議会　☎35-0294

オレンジカフェ
　オレンジカフェ
は、認知症の人を
介護している人
や認知症に関心
がある人などが
交流する場です。
本人や家族も一
緒にお越しくだ
さい。
　今回は、「認知症の人の気持ちにつ
いて理解を深めましょう～DVD鑑賞
～」を予定しています。
日時  5月15日㈬　13:30～15:00
場所  認知症の人と家族の会岐阜県支部
　　　（昭和町1・旧綿屋の清水ふとん店）
参加料  1人200円
問合  飛驒地区認知症カフェ実行委員会
　　　☎62‒9482

介護者のための
「ほっとする談話室」
介護に関する悩み事や困りごとの相談
ができます。
日時  5月20日㈪　10：00～15：00
 内容  介護についての相談
場所  まちスポ飛驒高山
　　  （天満町1・フレスポ飛驒高山内）
※事前申込不要、参加無料です。時間
　内は出入り自由ですので、都合のい   
　いときにお越しください。
問合  NPO法人まちづくりスポット
　　　☎62‒8550
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大切な人権　あなたも考えてみませんか？ 　今月は「感染症患者（HIV・ハンセン病等）」について
詳しくはHP〔1001321〕
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連
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。
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。
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。
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縦
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固定資産税・都市計画税の
納税通知書を５月７日に発
送しますので、これらの税金
の質問にお答えします。

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な

る
資
産
は
何
で
す
か
。
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家
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具
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。
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５
０
万
円

固
定
資
産
税
を
納
め
る
人

は
誰
で
す
か
。

原
則
と
し
て
土
地
、
家
屋

お
よ
び
償
却
資
産（
こ
れ
ら

を
総
称
し
て「
固
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さ
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２
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情報情報ののひろばひろば 市役所の住所 〒506-8555  花岡町2-18
ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/

営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

毎月第3日曜日は家庭の日です
家族との会話を大切にし、わが家の約束づくりに努めましょう

募　　集
　市では、児童生徒の登下校のために運行しているスクー
ルバスのうち、利用可能な空き席があるバスに、自動車を
運転しない 65歳以上の方や高校生、障害者手帳をお持ちの
方などが無料で乗車できるサービスを行っています。
　このサービスの利用には事前の登録が必要になりますの
で、ご希望の方はご連絡ください。
※運行時刻や乗降場所は、スクールバスの運行に合わせて
　いただきます。
◆対象者が利用可能なスクールバス一覧

問合  都市計画課　☎57-7444 　各支所

地　域 運  行  区  間

丹生川
久手地区～丹生川小
柏原地区～丹生川小
呂瀬地区～丹生川小

荘　川 六厩地区～荘川小

上宝・奥飛驒温泉郷
長倉地区～本郷小
中尾地区～栃尾小
平湯地区～栃尾小

戦争や平和について詠んだ短歌コンクール
「八月の歌」作品募集「八月の歌」作品募集

　今回で11回目となる戦争や平和について詠んだ短歌コン
クールの作品を募集します。フランスで平和活動に取り組む
歌人の美

み

帆
ほ

シボさんが、優秀賞のほか奨励賞を選考し、表彰
します。
部門　一般の部、中学・高校の部
応募方法　 6月21日㈮までに郵送 · MAIL（作品と郵便番号、住所、

氏名（ふりがな）、職業または学校名・学年、年齢、
電話番号を明記）

※未発表のオリジナル作品を 1人2首まで（読みづらい文字
　にふりがなを振ってください）
※学校からの応募はA４判用紙にまとめて、作品ごとに学年、
　氏名（ふりがな）と担当教員名、連絡先を明記
表彰　8月11日（日·祝）に高山市で「八月の歌表彰式」を開催
共催　高山市　　後援　高山市教育委員会

問合  朝日新聞名古屋本社編集局「八月の歌」係
         〒460-8488  名古屋市中区栄1-3-3
         ☎052-231-8131（代表） 平日午前10時～午後5時
         Mail : n-hachigatsu@asahi.com

スクールバスの利用者登録
～ただいま受付中です～

健康づくりウォーキング
　ウォーキングによる健康づくりを推進
するため、専門家による効果的なウォー
キングについての講習と体験教室を実
施します。参加無料、事前申込不要です。
雨天時は屋内にて、講師による健康体
操・ウォーキング方法を体験します。
『江名子地域健康づくりウォーキング特設コース』
　江名子小学校→高山厚生病院→櫻ヶ岡八幡神社→高山東
部工場団地→江名子小学校
講師　長

なが

畑
はた

三
み

恵
え

さん（健康運動指導士・運動実践指導者）
対象 どなたでも（中学生以下は保護者同伴）
日時  5月26日㈰　9:00～ 12:00（受付8:30～）
場所  江名子小学校体育館（江名子町）
持ち物  上履き・タオル・雨具など
※動きやすい服装、歩きやすい靴で
　お越しください。
問合  健康推進課　☎35-3160

平塚七夕まつり 市民ツアー参加者募集
　友好都市平塚市（神奈川県）を訪れる市民ツアーの参加者
を募集します。
◎日程（運行：濃飛バス／添乗員同行）
　7月5日㈮ 高山発（午前7時）⇒平塚漁港の食堂（昼食）⇒
　八幡山の洋館（歓迎式）⇒平塚八幡宮⇒平塚市美術館⇒湘
　南ひらつか七夕まつり
　【泊】（グランドホテル神奈中平塚・シングルまたはツイン）
　7月6日㈯ 平塚発⇒江島神社⇒新江ノ島水族館⇒鎌倉（昼
　食）⇒高山着（午後8時頃）
※行程は変更になる場合があります。
対象  市民の方　 参加料  22,000円
定員  40人（超えた場合は抽選）※最少催行人数20人
申込  5月7日㈫～ 6月3日㈪までの間に来店・ TEL・ FAX　    
　　  （ 「市民ツアー希望」と明記し、申込者全員の住所、氏名、
　　   年齢、電話番号を記入）
企画・申込先
㈱高山エース旅行センター   〒506-0053  昭和町2-116-1
☎35-0839　FAX34-7535
※電話受付は土日祝定休・来店申込は水曜日定休
問合  都市提携委員会（協働推進課内）　☎35-3412

オンラインマップQRコード▶

健康
ポイント
対象
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今号の人権標語　だれ一人　代わりはいない　大切に

募　　集講　　　座
クライミングウォール
利用者講習会
　ビッグアリーナにあるクライミング
ウォールの利用希望者を対象とした講
習会です。
対象 市内在住の高校生以上、または
　　　市内在勤の方
日時 5月23日㈭　19:00～21:30
　　  ※悪天候の場合は5月28日㈫
場所 ビッグアリーナ（中山町）
定員 15人（超えた場合は抽選）
参加料 1,000円（保険料）
申込   5月15日㈬までに窓口・TEL

問合 市体育協会（ビッグアリーナ内）
　　　☎34-3333

楽しむスポーツ教室
弓道初心者教室
対象 市内在住・在勤の方
　　  （児童・生徒・学生は除く）
期日 6月4日～28日までの毎週㈫㈮
　　  （全8回）
時間 昼の部　10:00～12:00
　　　夜の部　20:00～22:00
場所 ビッグアリーナ（中山町）
定員 昼の部：10人　夜の部：15人
参加料 1,000円（保険料）
申込   5月20日㈪までに窓口・TEL

問合 市体育協会（ビッグアリーナ内）
        ☎34-3333

山の自然学校飛驒
高山

開  催  日 内　　　容 時　間 場  所
５月18日（土） 春の奥山自然観察会 10:00～15:00 平　湯

６月29日（土） ホタル勉強会・鑑賞会 19:00～20:30 石浦町

７月27日（土） 乗鞍の自然観察と
外来植物除去活動  7:00～16:00 乗　鞍

８月24日（土） 奥飛驒の大地と化石の
観察会  9:00～16:30 奥飛驒

９月21日（土） タカ観察会 11:00～15:30 高根町

１月25日（土） 冬の里山自然観察会  9:00～11:30 原　山

※日時・内容は都合により変更する場合があります。

問合  環境政策推進課 ☎35‒3533 FAX35‒3169
　　　　　広報ID 1001308　Mail：kankyouseisaku@city.takayama.lg.jp

　市内に広がる広大な森林には、里山や奥山、高山帯な
ど多様な姿があります。
　「飛驒高山・山の自然学校」では、自然の専門家とふ
るさとの山をめぐり、四季折々の生きものや自然の姿を
観察します。一緒に学びましょう。
　また、地域で自然観察などの環境教育を検討している
方や自然観察案内人の活動に興味をお持ちの方もぜひご
参加ください。

参加資格　市民の方（小学校3年生以下は保護者同伴）
参 加 料　無料（貸切バス利用時はバス代実費相当負担）
定　　員　50人（超えた場合は抽選）
申込方法　 5月10日㈮までに窓口· TEL · FAX・MAIL（用紙は環境

政策推進課（本庁2階）や各支所にあるほか、市
HPからもダウンロードできます）。

参加者募集
第17次高校生デンバー訪問団

　市の姉妹都市であるデンバー市（米
国）に高校生訪問団を派遣するにあた
り、参加者を募集します。
日程 8月1日㈭～7日㈬
　デンバー市内・郊外の見学や交流
パーティ、地元高校生との交流などが
あります。
※デンバー滞在中はホームステイとな
　ります。
対象 飛驒地域の高校に通う生徒
定員 10人（超えた場合は抽選）
参加料 23万円程度＋燃油サーチャージ
※高山市内在住の高校生は1人3万円
　の助成があります。
※最終的な参加人数に応じて料金の増
　減があります。
申込   海外戦略課（本庁2階）、または

学校にある参加申込書に必要事
項を記入のうえ、5月24日㈮ま
でに学校へ提出

問合 海外戦略課　☎35-3346

高山生活学校
青空市(フリーマーケット)
開催と出店者募集
　高山生活学校では、衣料品や日用
雑貨などの再利用を目的としたフリー
マーケットを行います。
日時  5月26日㈰　9:30～14:00
場所  市民広場（朝日町）
●フリーマーケット出店者募集
対象  市内在住の方
定員  20人（超えた場合は抽選）
参加料  協力金として1シート（約1坪）　
　　　300円
申込  5月15日㈬までに窓口・TEL・FAX
　　  （住所、氏名、電話番号、希望シー  
　　　ト数を明記）
問合  生涯学習課
        ☎35-3155　FAX35-3414

2019夏 飛驒地域就職ガイダ
ンス（第1弾）参加企業募集
日時  6月18日㈫　13:30～16：00
場所  市民文化会館（昭和町1）
定員  60社程度
参加料  雇用促進協議会会員：無料
        非会員：1万円
申込  5月10日㈮までに TEL

問合  商工課　☎35-3144
         広報ID 1002848
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

ヒッツFM（76.5MHz）「おもてなしの英会話」毎週火～木曜日8:25～、17:55～放送中
テキスト版を市HPで公開しています（広報ID 1005316）

軽スポーツ広場
　5月からのビッグアリーナ無料開放
日にあわせ、軽スポーツ広場を開催し
ます。事前申込不要、参加無料です。
期日  毎月第3木曜日
        （9月は第4木曜日）
時間  19:00～21:00
　　  （中学生以下は20:30まで）
場所  ビッグアリーナ（中山町）
問合  スポーツ推進課　☎35-3157

第33回全国健康福祉祭ぎふ大会協賛事業
レクリエーション･ダンス講習会
　2020年に岐阜県で開催される「ね
んりんピック2020」のうち、市ではレク
リエーションダンスが行われます。
　今回、市民のみなさんを対象に講習
会を開催します。ダンス経験のない方
も、ぜひご参加ください。
日時  5月19日㈰　10:00～15:00
場所  ビッグアリーナ（中山町）
参加料  1,000円（テキスト代）
　　　当日徴収します
申込   5月8日㈬までに TEL・FAX
問合  市レクリエーション協会
        ☎・FAX35-0571

荒城農業体験交流館体験教室
対象  市内在住･在勤の方
場所 荒城農業体験交流館(国府町八日町)
申込 TEL・FAX（超えた場合は抽選）
問合  荒城農業体験交流館
        ☎72-1066　FAX72-1067
●シルエットアート教室
日時  5月16日㈭　①13:00～15:00
　　　　　　　     ②19:00～21:00
定員  各10人
参加料  1,000円
申込期限   5月9日㈭
●飾り巻き寿司教室
日時  5月22日㈬　13:30～15:30
定員  12人
参加料  1,300円
申込期限  5月15日㈬
●お菓子つくり教室
今回は、季節のフルーツタルトを作ります。
日時  5月23日㈭　13:00～15:30
定員  8人
参加料  1,300円
申込期限  5月15日㈬

講　　　座

「キャリ☆ナビ」就労・子育て
に関する講座・交流会・相談
　自分のこと、キャリアのことを後回し
にしていませんか。再就職やお仕事継
続、キャリアアップに向けた「プチ講座
＆相談会」を通じて、なりたい自分を目
指しませんか。お子さまと一緒にご参
加いただけます。（事前申込不要、参加
無料）
◆講座・交流会『あなたはどのタイプ？
～生活シーンから考える適職診断～』
仕事にはいろんな種類があります。

自分のタイプを知ってお仕事の可能性
を広げましょう。
時間  10:00～11:00

◆就労・子育て相談
　講座受講後に、個別相談が受けられ
ます。
時間  11:00～13:00の間で30分程度

日  時 場　　所
5月21日㈫ 虹流館くぐの（久々野町無数河）
6月28日㈮ きよみ館（清見町三日町）
7月2日㈫ 国府児童館（国府町三日町）
7月18日㈭ 丹生川消防産業会館（丹生川町坊方）
8月5日㈪ 子育て支援センター（岡本町3）

高山エネルギーフォーラム  ～ここまで来た高山エネルギー大作戦！
　エネルギーで自立したまちを目指していっしょに参加しましょう～
　自然エネルギーの利用に関するフォーラムを開催します。NPO法人活エネル
ギーアカデミーの活動報告のほか、しぶきの湯で行っている間伐材を活用した木質
バイオマス発電に関する講演を行います（事前申込不要、参加無料）。
日時  5月16日㈭　18:30～21:00
場所  市役所地下市民ホール（花岡町2）
内容 第一部 （18:30～19:30）
　活エネルギーアカデミー活動報告やイベントの紹介
　　第5回地域通貨国際会議  RAMICS2019飛驒高山大会、木の駅プロジェクト
　　全国サミットin飛驒高山ほか
第二部 （19:40～20:40）
講演　「しぶきの湯バイオマス発電!!～地産地消のエネルギー循環は積まマイカー
　　　システムに載せて～」
講師 谷

たに

渕
ぶち

庸
よう

次
じ

さん（飛驒高山グリーンヒート合同会社代表取締役）
問合  NPO法人活エネルギーアカデミー　☎090-3582-2283

市民による家族の命を守る
防災の集い
　乳幼児や高齢者、健康に不安を持つ
方など、いわゆる災害弱者といわれる家
族を持つご家庭を対象に開催します。
日時  5月19日㈰　13:30～15:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
問合  家族の命を守る集い事務局
　　　☎78-4045

「笑いヨガ」体験
●市総合福祉センター（昭和町2）
日時  5月10日㈮、24日㈮　10:00～
        5月19日㈰、26日㈰　13:30～
●飛驒信用組合本店サロン棟（花岡町1）
日時  5月26日㈰　13：00～
●国府福祉センター（国府町木曽垣内）
日時  5月17日㈮、31日㈮　10:00～
持ち物  飲み物（水分補給用）、動きやす  
　　　い服装、タオル   参加料  100円
問合 ひだ笑いヨガクラブ  ☎33-0064

太極拳体験教室
・北小学校第二体育館（桐生町2）
日時  5月7日㈫　19:30～
・総合福祉センター（昭和町2）
日時  5月17日㈮　13:30～
持ち物  運動できる服装、底の低い靴、飲
　　　み物
※事前申込不要、参加無料
問合  高山市太極拳協会  ☎33-9196

問合  女性の活躍支援センター
　　　☎058-214-6431
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◎図書館の5月特集コーナー
【一般】色と、デザイン。―暮らしの彩り― 　【児童】童話の世界

相談ごと・おしらせ
行政相談
申込 不要。直接会場へ
問合  総務課　☎35-3133　各支所
●高山地域  ※5月3日（金・祝）は休み
日時  毎週㈬㈮　13:00～16:00
場所  総合福祉センター（昭和町2）
●丹生川地域
日時  5月16日㈭　13:00～16:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  5月10日㈮　9:00～12:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●高根地域
日時  5月21日㈫　9:00～12:00
場所 高根福祉センター（高根町上ケ洞）

人権相談
申込  不要。直接会場へ
問合 協働推進課　☎35-3412　各支所
●清見地域
日時  5月10日㈮　9:00～12:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  5月31日㈮　10:00～12:00
場所  荘川福祉センター（荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  5月31日㈮　13:00～16:00
場所  飛驒位山文化交流館（一之宮町）

図書館からのお知らせ
みんなの健康シリーズ第１回（入場無料・申込不要）
日時 5月20日㈪　19:00～20:50
場所 市図書館「煥章館」（馬場町2）　 定員  100人
①なぜ薬を毎日飲む必要があるのか？薬剤師って何してる人なの？
講師 大

おお

西
にし

真
ま

理
り

さん（真央莉薬局花岡店管理薬剤師）
②お口の大切さを知るための健口講座
講師 山

やま

下
した

直
なお

哉
や

さん（いしうら歯科医院院長）

春のおはなし会スペシャル（入場無料・申込不要）
　5月12日の母の日にちなみ、「お母さん」をテーマにし
た絵本の読み聞かせや紙芝居のほか、パネルシアター
などを行います。また、おはなし会の後には簡単な工作
も行います。
日時 5月6日㈪　14:00～15:00
場所 市図書館「煥章館」（馬場町2）　 定員  50人

問合 市図書館「煥章館」 ☎32‒3096  FAX32‒3098
　　　Mail：library@library.takayama.gifu.jp

受講料  500円（資料代） 　 定員 各50人（超えた場合は抽選）
申込 5月20日㈪までに来館･ TEL ･ FAX ･ ハガキ ･ MAIL（氏名、住所、電話番号、講座名を明記）文学3講座

◆郷土講座
『夢物語』の成立
　～大原騒動の記録・物語～
講師 福

ふく

井
い

  重
しげ

治
はる

さん（元県立高校教諭）
期間　 6月～10月までの毎月第3木

曜日（全5回）
時間　10:00～11:30

◆文学講座
明治以降の日本文学を拾い読む
『島崎藤村』
講師 田

た

之
の

本
もと

  克
かつ

己
み

さん（元県立高校教諭）
期間　 6月～10月までの毎月第1火

曜日（全5回）
時間　10:00～11:30

◆世界史講座
いま、我々が見ているような世界があ
るのは、なぜだろう？～もう一度、世界
の歴史にチャレンジしてみませんか～
講師 谷

たに

常
つね

夫
お

さん（元県立高校教諭）
期間　6月～10月までの日曜日（全
　　　5回）
時間　14:00～15:30

指定数量未満の危険物の貯蔵・取扱いについて
　指定数量の5分の1以上の危険物を貯蔵したり、取り扱うときは、個人の住宅で
も火災予防条例に基づく方法による必要があります。

【届出等】
　指定数量の5分の1以上（個人の住
宅は2分の1以上）の危険物を貯蔵した
り、取り扱うときは、消防長に届出なけ
ればなりません。
　詳しくは、最寄の消防署へお問い合
わせください。

問合  予防課　☎32-3027

危険物名 指定数量 5 分の 1
ガソリン 200L 40L
灯油・軽油 1,000L 200L

【灯油の貯蔵・取扱いの例】

標識・掲示板

消火器

防油堤防油堤

身体障がい者補装具巡回相談
　身体に障がいがあり補装具を必要とす
る方を対象とした相談会を開催します。当
日は身体障がい者手帳と印鑑、マイナン
バーが分かるものをご持参ください。

日時  5月20日㈪　13:30～15:30
　　　（受付は15:00まで）
場所  保健センター（花岡町2）
申込  事前に TEL
問合  福祉課　☎35-3356

大規模開発構想届の縦覧
閲覧場所  建築住宅課（本庁3階）
閲覧期間  ５月23日㈭まで
意見書提出期限  5月30日㈭
開発事業者  飛驒産業株式会社
　　　　 代表取締役社長  岡

おか

田
だ

  贊
さん

三
ぞう

  事業名  飛驒産業㈱　工場C棟新築工事
内容  家具製造工場の新築
場所  漆垣内町2593番1　外23筆
延べ床面積  1,261.45㎡
問合  建築住宅課　☎35-3159

高山市公式LINEを
開設しました

問合 広報情報課
　　   ☎35‒3134

防災情報やイベント情報などを
あなたのスマホへお届けします。



15
2019.５.１

情報情報ののひろばひろば 市役所の住所 〒506-8555  花岡町2-18
ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/

営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

5月のこよみ
5月1日㊌ 新元号制定記念　高山祭屋台の特別曳き揃え
10日㊎ 播隆祭～北アルプス飛驒側 開山祭～（新平湯温泉）
11日㊏ リサイクル資源回収（南小育友会、山王小PTA、花里小PTA）
12日㊐ リサイクル資源回収（荘川小中連合PTA、本郷小）
15日㊌ 乗鞍岳山開き祭

18日㊏ リサイクル資源回収（西小PTA、江名子小PTA、
三枝小PTA、岩滝小PTA）

19日㊐ リサイクル資源回収（朝日小中PTA合同、栃尾小PTA）
20日㊊ 乗鞍山麓五色ヶ原の森開山祭

相 談 ご と
司法書士無料法律相談
日時  5月11日㈯　13:00～ 17:00
場所  市民文化会館（昭和町1）
申込  5月9日㈭までに TEL
問合 岐阜県司法書士会事務局
　　　☎058-248-1715

行政書士無料相談
日時  5月15日㈬　13:00～ 16:00
場所  市役所3階301会議室（花岡町2）
申込  事前に TELまたは直接会場へ
問合 岐阜県行政書士会
　　　☎058-263-6580

不動産無料相談
日時  5月14日㈫　13:00～ 15:00
場所 宅建協会飛騨支部事務所（昭和町2）
申込  不要。直接会場へ
問合 岐阜県宅地建物取引業協会
        飛驒支部　☎36-1396

なんでも相談会
日時  5月18日㈯　9:00～ 12:00
場所 飛驒地区労働者福祉会館（名田町5）
定員  弁護士による法律相談は 6人
申込  事前に TEL

        （5月13日㈪ 9:00から）
問合 岐阜県労働者福祉協議会飛驒
　　　支部　☎57-7211

福祉に関する相談
　福祉サービス総合相談支援セン
ター、地域包括支援センター、子ども
発達支援センターでは、福祉に関する
さまざまなご相談をお受けします。
日時  平日8:30～ 17:15
場所  市役所（花岡町2）

ハローワーク巡回職業相談
問合 ハローワーク高山　☎32-1144
申込  不要（高根地域を除く）
●高山地域
日時  平日常設　8:30～17:15
場所 市役所ワークサロンたかやま（花岡町2）
●丹生川地域
日時  5月9日㈭　13:00～15:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  5月10日㈮　13:00～15:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  5月31日㈮　13:00～15:00
場所  荘川総合センター(荘川町新渕)
●一之宮地域
日時  5月16日㈭　13:00～15:00
場所  一之宮支所(一之宮町）
●久々野地域
日時  5月17日㈮　13:00～15:00
場所  虹流館くぐの（久々野町無数河）
●朝日地域
日時  5月23日㈭　13:00～15:00
場所  燦燦朝日館(朝日町万石)
●高根地域
日時  5月24日㈮　13:00～15:00
場所  高根支所（高根町上ケ洞）
申込  予約制:5月22日㈬までに TEL
　　　高根支所　☎59-2211
●国府地域
日時  5月8日㈬　10:30～12:00、   
　　　13:00～15:30
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  5月30日㈭　13:00～15:00
場所  上宝支所（上宝町本郷）

心配ごと相談
日時  毎週㈬㈮　13:00～16:00
　　  （祝日除く）
場所  総合福祉センター（昭和町2）

結婚相談
　ご利用に当たっては、事前登録をお
願いします。（広報ID 1001399）
問合 協働推進課　☎35-3412
　　　　リチェネット結婚サポートセンター
　　  （市結婚相談所委託先）
　　　☎0576-52-2022
●高山地域
日時  5月7日㈫　12:30～15:30
　　　5月14日㈫、21日㈫、28日㈫
　　　17:30～20:30
場所  総合福祉センター（昭和町2）
●丹生川地域
日時  5月8日㈬　9:00～12:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  5月8日㈬　13:30～16:30
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  5月14日㈫　9:30～12:30
場所  荘川福祉センター(荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  5月7日㈫　13:00～16:00
場所  飛驒位山文化交流館(一之宮町)
●久々野地域
日時  5月15日㈬　13:30～16:30
場所  虹流館くぐの（久々野町無数河）
●朝日地域
日時  5月15日㈬　9:00～12:00
場所  燦燦朝日館（朝日町万石）
●高根地域
日時  5月22日㈬　14:00～17:00
場所 高根福祉センター（高根町上ケ洞）
●国府地域
日時  5月8日㈬　17:30～20:30
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  5月28日㈫　9:30～12:30
場所  上宝支所（上宝町本郷）

25日㊏ リサイクル資源回収（国府小PTA、東山中PTA）
26日㊐ リサイクル資源回収（日枝中PTA）

第3回飛驒高山文化芸術祭こだま～れ 2019
オープニングセレモニー（市民文化会館）

リサイクル資源回収（6月1日・北小PTA、新宮小PTA）
2019泣き相撲飛驒高山場所（6月2日）
リサイクル資源回収（6月8日・中山中PTA、丹生川中PTA）
第8回飛驒高山ウルトラマラソン（6月9日）

《今後の予定》
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TEL／0577‒32‒3333㈹
FAX／0577‒32‒7000 （市長室直通）
FAX／0577‒35‒3174 （広報情報課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
☎0577‒35‒6000

市長室市長室へへ
　ようこそ　ようこそ
●市民と市長の面談日

市長室直通ＦＡＸもご利用ください
ＦＡＸ●３6‒2060

問合先　秘書課 ☎35-3130

※事前にご予約ください

高山市公式YouTubeチャンネル
ケーブルテレビの番組「ハイ、市役所です」はインターネットでもご覧いただけます。
市ホームページ「行政情報」の動画コーナー

広 報広 報
市長だより長だよ

高
山
市
長
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認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト
の
代
表
理
事
と
し
て

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
竹
内
ゆ
み
子
さ
ん
。
竹
内
さ
ん
は

以
前
、
国
際
支
援
団
体
ソ
ム
ニ
ー
ド（
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ム
ラ
の
ミ

ラ
イ
）で
海
外
の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
イ
ン
ド
の
セ
ミ
リ
グ
ダ
地
区
で
渓
流
発
電
が
成
功

し
、
現
地
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
。
村
長
か
ら「
子
ど
も
の
幸
せ

を
願
い
町
の
学
校
に
行
か
せ
て
も
、
将
来
村
に
帰
っ
て
き
て
生
か

す
仕
事
が
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
」と
問
わ
れ
ま
し
た
。

―
何
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
ま
で
は
、
人

口
が
減
少
し
地
域
が
疲
弊
し
て
い
く
現
状
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
い

ま
し
た
が
、
も
う
自
分
の
中
で
隠
し
て
お
け
な
く
な
り
ま
し
た
―

帰
国
後
は
地
域
の
課
題
解
決
に
着
手
し
、
平
成
12
年
に
は
空
き

家
を
利
用
し
た
交
流
ス
ペ
ー
ス「
空
町
倶
楽
部
」の
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
頃
は
、「
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
の
仕
事
」と
考

え
る
人
が
多
く
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に
住
民
の
参
加
を
促

す
の
が
大
変
だ
っ
た
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
し
て
平
成
24
年
、
フ
レ
ス
ポ
飛
驒
高
山
の
建
設
に
あ
た
り
、

交
流
ス
ペ
ー
ス「
ま
ち
ス
ポ
飛
驒
高
山
」の
運
営
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
移
住
・

定
住
促
進
事
業
や
介
護
者
の
た
め
の
談
話
室
の
ほ
か
、
他
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
相
談
業
務
や
地
域
活
性
化
の
活
動
支
援
な
ど
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
海
外
で
の
支
援
や
空
町

倶
楽
部
で
の
経
験
を
生
か

し
、
ま
ち
ス
ポ
で
は
、「
主

体
的
に
考
え
る
人
を
育
て

る
こ
と
」こ
れ
を
一
番
大
切

に
し
て
い
ま
す
―

そ
う
笑
顔
で
話
す
竹
内
さ

ん
。
ま
ち
の
活
性
化
の
た

め
、
今
日
も
活
動
す
る
人

の
背
中
を
や
さ
し
く
後
押

し
し
ま
す
。

　

新
元
号
の
制
定
を
記
念
し
開
催
さ
れ
る「
高
山
祭
屋
台

の
特
別
曳
き
揃
え
」を
前
に
4
月
10
日
、
実
行
委
員
会
会

長
の
洲
岬
孝
雄
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
、
ヒ
ッ
ト

ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
の
市
政
情
報
番
組「
ハ
イ
、
市
長
で
す
」を

収
録
し
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、
平
成
の
出
来
事
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

高
山
祭
屋
台
の
特
別
曳
き
揃
え
に
込
め
た
思
い
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
令
和
の
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

洲
岬
さ
ん
は「
高
山
が
い
つ
ま
で
も
品
の
あ
る
ま
ち
で
あ

り
つ
づ
け
て
ほ
し
い
」

と
思
い
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

ぜ
ひ
、
本
日
開
催

の
特
別
曳
き
揃
え
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
新

た
な
時
代
の
幕
開
け

を
華
や
か
な
祭
屋
台

と
と
も
に
お
祝
い
し
、

皆
様
で
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

※
今
回
収
録
し
た
内
容

は
、
5
月
5
日
ま
で
放

送
し
て
い
ま
す
。

午前9時～11時45分
5月21日㈫

新
た
な
時
代
の
幕
開
け

竹
た け

内
う ち

　ゆみ子
こ

さん
認定NPO法人まちづくりスポット代表理事

　県は県内で活躍する女性や子育てを応援する企業を
平成26年から認定。うち、市内には23人の女性と3つ
の企業があります。高山で活躍する“みなさんの今”を
連載で紹介します。

まちづくりに歩みだす
その一歩を
応援していきたい

高山で活躍する
みなさんの今輝

か が や

く女
ひ

性
と

シリーズシリーズ
第21章第21章

あなたにもできるボランティア発表会
～2019年度まちづくりスポット総会～
日時　5月31日㈮　12：30～15：00
場所　飛驒・世界生活文化センター
　　　レストラン・コリーヌ（千島町）
※事前申込が必要です。
　詳しくはお問い合わせください。
問合　認定NPO法人まちづくりスポット
　　　☎62-8550


